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職務、役割等に応じた研修を実施しています。
 福祉用具貸付及び居宅・訪問介護支援事業を行

う当社では、従事する業務ごとに必要な知識・
資格要件が詳細に分かれています。会社として
も受験料の支給、資格の取得状況に応じた資格
給の制度を設ける等の取組みを行っています。
また職場内研修の取組みも行っており、上記の
従事業務別の内容を取り扱う研修や管理職に対
する職層別研修を開催しています。

環境 ３Ｒ

利用者が返却した貸付福祉用具について、ク
リーニング・当社制定の安全基準に基づく検
査を経たものは再利用を行っています。
 福祉用具については利用者の費用負担軽減の観

点から貸出の形式を採るパターンが多くあり、
当社では設立以来、当該貸付事業を展開してき
ました。

 その中で、当社では利用者から返却された貸付
福祉用具を再利用する取組みを行っています。
返却後、先ずは状態の確認が行われ、当社制定
の安全基準に基づいて再利用が可能かチェック
を行います。チェックを経て、再利用可能な福
祉用具はクリーニングを行い、次の利用者に貸
し出される、という仕組みとなっています。

製品

サービス

品質・安全性

環境配慮

社会貢献

地域貢献

社会への影響の配慮

地域資源の積極的利用

当社は事業を通じて高齢化が進む気仙沼・南
三陸地域に貢献していくことを目標とし、ま
た、地元企業の皆様とのつながりを大切にし
ながら運営してまいります。
 当社所在地・気仙沼市のみならず、近隣地域で

も高齢化の進行による諸課題が顕在化しており、
介護人材の不足も問題となっています。こうし
た状況の中で当社事業は皆様のお役に立てるも
のと自負しており、気仙沼・南三陸介護サービ
ス法人連絡協議会を通じて管内同業者とも協力
しながら事業に取り組んでいます。

 地元企業の皆様から物品の調達を行うなど、地
元とのつながりを大切にしながら事業運営に取
り組んでいます。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書
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SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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